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みんなで創る生きがい
あふれるまちづくり

これからのまちづくりは、市民や行政が単独

では解決できない地域の問題や取り組むべき課

題を共有し、共に力を合わせていく必要が高

まっています。そのため、さまざまな情報の発

信と共有により、市民と行政のパートナーシッ

プをより強固なものとするとともに、市民一人

一人の活力を地域づくりに発揮できる協働のま

ちづくりを目指します。

また、市民の自主的な学習やスポーツ、芸術

を通じて、心身ともに健康で文

化的な生活を営むことができ

るまちを目指します。

【施策の内容】

虚市民参画と協働による

まちづくりの推進

許豊かな生き方を築く生涯

学習・文化活動の推進

距潤い豊かなスポーツライフの推進

未来を拓く人を育てる
学びのまちづくり

「学ぶことが奥州市の伝統であり未来である」

という教育理念を実現するため、未来を担う子

どもたちが、豊かな心を持つとともに、創造力

に富んだ人材として成長することを目指した教

育を実践し、児童生徒が「生きる力」を育むま

ちを目指します。

文化財は、先人の知恵を秘めた歴史遺産であ

り、魅力ある郷土づくりや市民の学習活動にお

ける人づくりの資源です。そのため、地域の歴

史と文化を保全するとともに

魅力を発信し、地域に誇り

を持てるまちを目指し

ます。

【施策の内容】

虚「生きる力」を育む

学校教育環境の充実

許次代をつむぐ歴史遺

産の保存と活用

健康で安心して暮らせる
まちづくり

住み慣れた地域で健康で安心して暮らせるよ

う、健康づくり、病気予防に取り組むとともに、

地域医療体制の充実、保健や福祉サービスとの

連携を進め、包括的な支援体制を整備します。

地域ぐるみで見守りや生活支援、介護予防な

どに取り組むとともに、多様化する生活課題に

対し、地域住民、関係団体、行政などが連携し、

共に支え合うまちを目指します。

子育て環境の充実を図り「妊娠」「出産」「子

育て」と切れ目のない支援を行うことで、安心し

て子どもを産み、育てられるまちを目指します。

【施策の内容】

虚みんなで支え合う地域福祉の推進

許子育て環境の充実

距健康づくりの推進

鋸高齢者支援の推進

漁障がい福祉の推進

禦医療の充実

豊かさと魅力のあるまちづくり

市民が活力にあふれる豊かな暮らしを営むた

めに、基幹産業である農業をはじめ、工業、商業、

林業がお互いに連携し合いながら、各産業の振

興と発展を目指すとともに、積極的な情報発信

や観光産業の振興により、奥州ファンの獲得と

交流人口の増加に努めます。

地域資源の活用や地域課題を解決する新たな

産業の展開・誘致と、地域産業を担う人材の育成

を推進しながら、多く

の人々にとって働く

場のある、魅力あ

ふれるまちを目指

します。

【施策の内容】

虚農林業の振興

許商工業の振興

距観光物産の振興

鋸雇用環境の向上と人材育成

茎６つの目標【施策の大綱】
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快適な暮らしを支えるまちづくり

住みやすい住環境の

整備や利便性の高い

道路・交通網の整備

により地域間の交流

を円滑にするととも

に、情報通信環境の

整備を推進し、多様な

情報発信や収集手段を確

保することにより、市民が快適に暮らせるまち

を目指します。

さらに、地域の豊かな自然景観や歴史的景観

などを保全するとともに、適切な土地利用を推

進します。

【施策の内容】

虚道路環境の充実

許快適な住環境の実現

距地域の特性を生かしたまちづくりの推進

環境にやさしい
安全・安心なまちづくり

本市の豊かな自然環境と、安全で持続可能な

生活環境を次世代へ引き継ぐため、市民と事業

者、行政が協力して、環境負荷を低減し、環境に

やさしい循環型のまちをつくるとともに、地震、

水害などへの防災対策や消防体制、交通安全対

策などの充実を図り、災害に強い、安全・安心

な市民生活が確保されるまちを目指します。

市民の日常生活の移動手段

を確保するため、持続可能

な地域公共交通を実現する

まちを目指します。

【施策の内容】

虚良好な自然・生活環境の

保全と循環型社会の形成

許安全・安心な市民生活の実現

距災害に強いまちづくりの推進

鋸持続可能な公共交通体系の確保

市
民
参
画
と
協
働
の
推
進

市
民
参
画
、
各
種
団
体
と
の
協
働
で
地

域
力
を
引
き
出
し
、
行
政
分
野
に
お
け
る

民
間
参
入
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

補
助
・
給
付
制
度
を
見
直
し
、
地
域
を
創

生
さ
せ
る
事
業
に
取
り
組
む
、
個
人
、
団

体
、
企
業
へ
の
支
援
や
将
来
を
担
う
人
材

育
成
へ
の
支
援
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

財
政
基
盤
の
確
立

優
先
度
の
高
い
事
業
を
「
選
択
」
し
、

資
源
を
「
集
中
投
下
」
す
る
経
営
手
法
を

理
念
と
し
た
行
政
経
営
改
革
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
公
共
施
設
な
ど
の
集
約
・
縮

減
を
基
本
と
し
、
長
寿
命
化
や
維
持
管
理

に
必
要
な
財
源
確
保
に
努
め
ま
す
。

財
政
計
画
に
基
づ
き
起
債
額
を
抑
制
し
、

基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ

ラ
ン
ス
）
の
黒
字
を
堅
持
し
ま
す
。
ま
た
、

事
務
・
事
業
の
無
駄
な
ど
を
排
除
し
歳
出

の
抑
制
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
な
財
源

や
補
助
事
業
な
ど
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

公
共
施
設
の
適
正
配
置
と
維
持
管
理

人
口
減
少
や
少
子
・
高
齢
化
な
ど
社
会

情
勢
が
変
化
す
る
中
、
持
続
可
能
な
行
政

運
営
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
将
来
の

あ
る
べ
き
姿
を
見
据
え
な
が
ら
、
施
設
の

複
合
化
（
ひ
と
つ
の
施
設
に
複
数
の
目
的

を
持
た
せ
る
こ
と
）
や
統
廃
合
（
同
じ
目

的
の
施
設
を
ま
と
め
る
こ
と
）
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
共
施
設
な
ど

の
総
合
的
な
管
理
計
画
を
策
定
し
、
公
共

施
設
の
適
正
配
置
と
維
持
管
理
コ
ス
ト
の

縮
減
に
努
め
ま
す
。

広
域
的
連
携
の
推
進

大
幅
な
人
口
減
少
と
急
激
な
少
子
・
高

齢
化
が
見
込
ま
れ
る
中
、
住
民
税
を
は
じ

め
と
し
た
税
収
の
減
少
に
よ
り
、
住
民
の

拡
大
す
る
ニ
ー
ズ
に
単
独
自
治
体
で
対
応

す
る
こ
と
は
困
難
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
行

う
た
め
に
は
、
国
、
県
お
よ
び
県
南
地
域

の
市
町
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
り
、
協
力

す
る
こ
と
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
し

つ
つ
、
地
域
住
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
り
、
広
域
的
に
必
要
な
生
活
機
能
を
確

保
し
て
い
き
ま
す
。

特
に
も
、
定
住
自
立
圏
を
形
成
す
る
北

上
市
、
金
ケ
崎
町
、
西
和
賀
町
と
連
携
し

て
、
互
い
の
自
主
性
と
自
立
性
や
こ
れ
ま

で
築
き
上
げ
て
き
た
も
の
を
尊
重
し
な
が

ら
、
先
人
た
ち
が
長
い
歴
史
の
中
で
育
み

守
っ
て
き
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
産
業

が
調
和
し
た
魅
力
あ
る
こ
の
圏
域
全
体
の

活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

荊
め
ざ
す
べ
き
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
に
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